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把

‐月
撮
終

…週
か
ら
二
月
第
二
週
に
か
け
て
の
大
型
連
体
で
、

東
濃
地
方
で
も

纂
縮
淋
布確体効る―て抑！１る一一！ｔ
ち一づ
（れ殻罪
，

ト
ン
ネ
ル
や
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線
跡
巡
！り

ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
実
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法
人
「
慶

岐
ト
ン
ネ
ル
群
保
存
再
生

ま

亀
堰

六
■
十
二
母
！百
の
を
剛

幾

十一付一一却鞭朔

ネ
ル
を
含
む
廃
線
跡
約
一

ｉ
五

七十‐‐を
巡
る
ツ
ア
ト
を

開
く
っ

見
学
料
百
円
、

事

前
申
し
込
み
は
不
要
。

ｉ区
間
は
多
治
見
市
池
田

町
―

春
口
井
市

・
Ｊ
Ｒ
定

光

寺

駅
付
近

の
上
岐

川

（
庄
内
川
）
沿
い
。

ト
ン‐

ネ
ル
は
明
治
後
期
に
建
設

さ
れ
、

れ
ん
が
造
り
。

周

囲
に
は
豊
か
な
自
然
が
残

り
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
人

工
物
と
の
絶
妙
な
調
和
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
九
日
と
五
月
二
日

は
、
ト
ン
ネ
ル
内
ミ
エ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
く
。

ト
ン

ネ
ル
を
含
む
土
地
の

一
部

を
寄
付
金
で
買
い
取
り
ヽ

公
的
な
保
存
を
目
指
す

「
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
■
ト
ラ
ス

卜
運
動
≡
も
続

け
て

お

り
、

会
場
内
十
力
所
に
募

金
箱
を
設
置
す
る
。　

　
・

！会
場
周
辺
に
は
駐
車
場

が
な
い
の
で
い
公
共
一父
通

機
関
で
来
場
を
。

運
動
靴

や
飲
料
水
の
ほ
か
、

ト
ン

ネ
ル
内
は
暗
い
の
で
懐
中

電
灯
の
持
参
を
。

問
い
合

わ
せ
は
同
委
員
会
事
務
局

の
村
上
真
善
さ
ん
＝
電
０

９
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○
…

瑞
浪
市
明
世
町
の

サ
イ

エ
ン
ス
ワ
ー

ル
ド
で

は
、

二
十
九
日
と
二
月

一

十
五
日
に
特
別
企
画
を
開

く
。

入
場
は
無
料
だ
が
、

参
加
費
が
必
要
な
イ
ベ
ン

ト
も
あ
る
。

目
玉
イ
ベ
ン
ト
は
、

三

十
五
日
限
定
の
ペ
ツ
ト
ボ

ト
ル

ロ
ケ

ツ
ト
発
射
実

験
。

随
時
受
け
付
け
で
、

屋
外
に
出
て
ペ
ウ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ツ
ト
を
飛
ば
す
。

参
加
無
料
。

「健
康
天
気
予
報
士
」

の
ヨ
ー
ナ
ト

で
は
、

低
気

圧
や
高
気
圧
の
で
き
方
、

気
圧
の
移
動
に
つ
い
て
学

ぶ
実
験
を
す
る
。

天
気
図

と
、

ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
病

気
と
の
関
連
も
学
ぶ
。

こ
の
ほ
か
、

タ
ツ
ノ
オ

ト
シ
ゴ
や
エ
ビ
の
幼
生
、

小
さ
な
タ
コ
の
標
本
を
作

る

「
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ

＝
」
（
石
こ
う
を
使

つ
た

化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
り
、

葉

つ
ぱ
を
入
れ
た
し
お
り

作
リ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
サ

イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
＝
電
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）
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１
＝
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。


